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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ストッパのベースに対する回転角を小さくする
。
【解決手段】ウェビング巻取装置は、乗員に装着される
ウェビングが巻取られるスプールと、回転力が伝達され
ることで回転されるベースと、ベースに支持されている
と共に係合部１８４，１８６を有し、ベースが回転され
ることで回転径方向外側に移動して該ベースに入力され
た回転力がスプールに伝達可能にされるクラッチウェイ
ト１７０，１７２と、を備えている。ウェビング巻取装
置は、ベースに対して相対回転可能とされていると共に
、ベースが一方側へ回転された際に係合部１８４，１８
６の回転径方向外側への移動を許容する許容部２１２と
、ベースが他方側へ回転された際に係合部１８４，１８
６の回転径方向外側への移動を規制すると共に許容部２
１２と一体に形成された規制部２０８と、を有する被係
合孔２０４，２０６を備えたストッパを備えている。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗員に装着されるウェビングが巻取られるスプールと、
　回転力が伝達されることで回転されるベースと、
　前記ベースに支持されていると共に係合部を有し、前記ベースが回転されることで該ベ
ースの回転径方向外側に移動して該ベースに入力された回転力が前記スプールに伝達可能
にされるウェイトと、
　前記ベースに対して相対回転可能とされていると共に、前記ベースが一方側へ回転され
た際に前記係合部の前記ベースの回転径方向外側への移動を許容する許容部と、前記ベー
スが他方側へ回転された際に前記係合部の前記ベースの回転径方向外側への移動を規制す
ると共に前記許容部と一体に形成された規制部と、を有する被係合部を備えたストッパと
、
　を備えたウェビング巻取装置。
【請求項２】
　前記ストッパの回転径方向外側の部位には、該ストッパの回転径方向に弾性変形可能と
された当接部が設けられており、
　前記当接部が、前記ストッパの回転径方向に弾性変形された状態で、前記当接部が、前
記ストッパが配置される部材に設けられた被当接部に当接している請求項１記載のウェビ
ング巻取装置。
【請求項３】
　前記被係合部は、前記許容部と前記規制部とが前記ストッパの回転周方向に隣合って配
置された被係合孔とされており、
　前記ストッパの前記ベースに対する回転角度が所定の回転角度に制限されることで、前
記係合部が、前記被係合孔の内周縁部における前記ストッパの回転周方向の端に当接しな
いように構成されている請求項１又は請求項２記載のウェビング巻取装置。
【請求項４】
　前記ウェイトが、前記ベースと前記ストッパとの間に配置されることで、前記ウェイト
の前記ベースに対する回転軸方向への移動が規制される請求項１～請求項３のいずれか１
項に記載のウェビング巻取装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウェビング巻取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、モータとスプールとの間に設けられたクラッチがモータによって
回転されることで、モータの回転をスプールに伝達することが可能とされたウェビング巻
取装置が開示されている。また、クラッチは、ベースと、ベースに支持された一対のウェ
イトと、ベースに回動可能に支持されたストッパと、を含んで構成されている。そして、
クラッチがモータによって一方側へ回転された際に、ウェイトがベースの回転径方向外側
へ移動されることで、モータの一方側への回転がスプールに伝達される。また、クラッチ
がモータによって他方側へ回転された際に、ウェイトの回転径方向外側への移動がストッ
パにより規制されることで、モータの他方側への回転がスプールに伝達されないようにな
っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－４８５２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載されたウェビング巻取装置では、ストッパがベー
スに対して略１８０°回転されることで、当該ストッパがウェイトの径方向外側への移動
を許容する位置から規制する位置まで変位されるようになっている。すなわち、上記特許
文献１に記載されたウェビング巻取装置には、ストッパのベースに対する回転角（作動角
）を小さくするという観点で改善の余地がある。
【０００５】
　本発明は上記事実を考慮し、ストッパのベースに対する回転角を小さくすることができ
るウェビング巻取装置を得ることが目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の本発明に係るウェビング巻取装置は、乗員に装着されるウェビングが巻
取られるスプールと、回転力が伝達されることで回転されるベースと、前記ベースに支持
されていると共に係合部を有し、前記ベースが回転されることで該ベースの回転径方向外
側に移動して該ベースに入力された回転力が前記スプールに伝達可能にされるウェイトと
、前記ベースに対して相対回転可能とされていると共に、前記ベースが一方側へ回転され
た際に前記係合部の前記ベースの回転径方向外側への移動を許容する許容部と、前記ベー
スが他方側へ回転された際に前記係合部の前記ベースの回転径方向外側への移動を規制す
ると共に前記許容部と一体に形成された規制部と、を有する被係合部を備えたストッパと
、を備えている。
【０００７】
　請求項２記載の本発明に係るウェビング巻取装置は、請求項１記載のウェビング巻取装
置において、前記ストッパの回転径方向外側の部位には、該ストッパの回転径方向に弾性
変形可能とされた当接部が設けられており、前記当接部が、前記ストッパの回転径方向に
弾性変形された状態で、前記当接部が、前記ストッパが配置される部材に設けられた被当
接部に当接している。
【０００８】
　請求項３記載の本発明に係るウェビング巻取装置は、請求項１又は請求項２記載のウェ
ビング巻取装置において、前記被係合部は、前記許容部と前記規制部とが前記ストッパの
回転周方向に隣合って配置された被係合孔とされており、前記ストッパの前記ベースに対
する回転角度が所定の回転角度に制限されることで、前記係合部が、前記被係合孔の内周
縁部における前記ストッパの回転周方向の端に当接しないように構成されている。
【０００９】
　請求項４記載の本発明に係るウェビング巻取装置は、請求項１～請求項３のいずれか１
項に記載のウェビング巻取装置において、前記ウェイトが、前記ベースと前記ストッパと
の間に配置されることで、前記ウェイトの前記ベースに対する回転軸方向への移動が規制
される。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１記載のウェビング巻取装置では、乗員に装着されるウェビングがスプールに巻
取られており、ウェビングがスプールから引出されることで当該ウェビングを車両の乗員
に装着させることが可能となっている。ここで、本発明では、ベースに支持されたウェイ
トの係合部が、ストッパに設けられた被係合部に係合している。そして、ベースが一方側
へ回転される際には、被係合部の許容部がウェイトの係合部の径方向外側（ベースの回転
径方向外側）への移動を許容する。これにより、ウェイトが径方向外側（ベースの回転径
方向外側）に移動されて、ベースに入力された回転力がスプールに伝達される。一方、ベ
ースが他方側へ回転される際には、被係合部の規制部がウェイトの係合部の径方向外側へ
の移動を規制する。これにより、ウェイトの径方向外側への移動が規制されて、ベースに
入力された回転力はスプールに伝達されない。以上説明したように、本発明のウェビング
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巻取装置では、ウェイトの係合部を許容部及び規制部が一体とされた被係合部に係合させ
ている。これにより、ストッパのベースに対する回動角（作動角）が増加することを抑制
しつつ、ウェイトの径方向外側への移動を許容又は規制することができる。
【００１１】
　請求項２記載のウェビング巻取装置では、ストッパの当接部が、当該ストッパの径方向
に弾性変形された状態で、ストッパが配置される部材に設けられた被当接部に当接してい
る。これにより、ストッパの当接部と被当接部との間に摩擦力が生じ、ベースが回転され
た際に、ストッパをベースに対して相対的により確実に回転させることが可能となる。ま
た、本発明では、ストッパの当接部が当該ストッパの回転軸方向に弾性変形可能とされた
場合に比して、ストッパの回転軸方向への寸法の小型化を図ることができる。これにより
、本発明では、ウェビング巻取装置の軸方向への小型化を図ることができる。
【００１２】
　請求項３記載のウェビング巻取装置では、ストッパのベースに対する回転角度が所定の
回転角度に制限されている。これにより、ウェイトの係合部が、ストッパの被係合孔の内
周縁部における周方向の端に当接しないようになっている。これにより、ウェイトの係合
部とストッパの被係合孔の内周縁部における回転周方向の端との摩擦力の影響を受けるこ
となく、ウェイトの係合部の径方向外側への移動を許容又は規制することができる。
【００１３】
　請求項４記載のウェビング巻取装置では、ウェイトのベースに対する軸方向への移動を
規制する機能をストッパに持たせている。これにより、ウェイトのベースに対する軸方向
への移動を規制する部材をストッパとは別に設けた場合に比して、ウェビング巻取装置を
構成する部品の点数を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態に係るウェビング巻取装置を分解して示す分解斜視図である。
【図２】第１クラッチをフレームの脚片側から見た側面図であり、ロックバーがラチェッ
トに係合された状態を示している。
【図３】第１クラッチをフレームの脚片側から見た図２に対応する側面図であり、ロック
バーがラチェットに係合されていない状態を示している。
【図４】ＯＬギヤを分解して示す分解斜視図である。
【図５】ＯＬギヤを径方向に沿って切断した断面を示す断面図である。
【図６】第２クラッチを分解して示す分解斜視図である。
【図７】第２クラッチを分解して示す図６とは反対側から見た分解斜視図である。
【図８】第２クラッチを軸方向に沿って切断した断面を示す断面図である。
【図９】第２クラッチの部分的な構成を示し、（Ａ）はクラッチスプリングの通常の状態
を示す側面図であり、（Ｂ）はクラッチスプリングの巻回部の外径寸法が拡大された状態
を示す側面図である。
【図１０】ウェビング巻取装置の構成部材である第２のクラッチの部分的な構成を示し、
（Ａ）は一対のクラッチウェイトがベースの径方向外側へ拡開された状態を示す側面図で
あり、（Ｂ）は一対のクラッチウェイトがベースの径方向内側に保持された状態を示す側
面図である。
【図１１】フィッティングアシスト時及びプリテンショナ時のモータの出力軸の回転の第
１の伝達経路を説明するための説明図である。
【図１２】巻取アシスト時のモータの出力軸の回転の第２の伝達経路を説明するための説
明図である。
【図１３】巻取アシスト時のモータの出力軸の回転の第１の伝達経路を説明するための説
明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１～図１０を用いて、本実施形態のウェビング巻取装置について説明する。
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【００１６】
　図１には、本発明の実施形態に係るウェビング巻取装置１０の分解斜視図が示されてい
る。この図に示されるように、ウェビング巻取装置１０は、フレーム１２を備えている。
フレーム１２は略板状の背板１４を備えており、この背板１４がボルト等の図示しない締
結手段によって車体に固定されることで、本ウェビング巻取装置１０が車体に固定される
ようになっている。背板１４の幅方向両端からは一対の脚片１６、１８が互いに平行に延
設されており、これらの脚片１６、１８間にダイカスト等によって製作されたスプール２
０が回転可能に配置されている。なお、脚片１６と脚片１８との間には、接続片３２が架
渡されている。
【００１７】
　スプール２０は略円筒状に形成されている。このスプール２０には、長尺帯状に形成さ
れた図示しないウェビングの基端部が固定されており、スプール２０をその軸線周り一方
（以下、この方向を「巻取方向」という）へ回転させると、ウェビングがその基端側から
スプール２０の外周部に層状に巻取られる。また、ウェビングをその先端側から引張れば
、スプール２０の外周部に巻取られたウェビングが引出され、これに伴い、ウェビングを
巻取る際の回転方向とは反対にスプール２０が回転する（以下、ウェビングを引出す際の
スプール２０の回転方向を「引出方向」という）。
【００１８】
　また、スプール２０における脚片１６側の端部の軸心部には、支軸部２９が立設されて
いる。支軸部２９は、脚片１６に形成された円孔３０を略同軸的に貫通してフレーム１２
の外部に突出している。また、支軸部２９の突出方向の基端側には後述するラチェット６
４が固定されている。これにより、ラチェット６４がスプール２０と共に回転することが
可能となっている。
【００１９】
　また、後述するギヤハウジング５２には、モータカバー３４及びスクリュー３６を介し
てモータ３８が固定されている。モータ３８は、フレーム１２の一対の脚片１６、１８間
におけるスプール２０の下方に配置されている。このモータ３８の出力軸には、複数の外
歯４１が外周部に形成されたＡギヤ４０が固定されている。
【００２０】
　一方、スプール２０における脚片１８側の端部には、図示しない支軸部が立設されてい
る。この支軸部は、脚片１８に形成された図示しないラチェット孔を略同軸的に貫通して
フレーム１２の外部に突出している。また、支軸部には、ロック機構の一部を構成するロ
ックプレートが支持されたロックベースが固定されている。そして、車両の緊急時に（車
両が急減速した際等に）ロックプレートがロックベースから突出して脚片１８に形成され
たラチェット孔の内周部に噛合い、スプール２０の引出方向の回転が阻止されるようにな
っている。また、脚片１８には、上記ロック機構等を覆うカバー４２が固定されている。
【００２１】
　脚片１６には、第１クラッチ４４、Ｂギヤ４６、ＯＬギヤ４８及びＣギヤ５０が収容さ
れるギヤハウジング５２がスクリュー５４を介して固定されている。
【００２２】
　図２に示されるように、第１クラッチ４４は、リング状に形成されたクラッチギヤ５６
と、クラッチギヤ５６に取付けられたロックバー５８及びリターンスプリング６０と、フ
リクションスプリング６２と、スプール２０に固定されたラチェット６４と、を含んで構
成されている。
【００２３】
　具体的には、クラッチギヤ５６の外周部には、複数の外歯５７が形成されており、図１
に示されるように、クラッチギヤ５６の内周部には、スプール２０の支軸部２９が挿通さ
れる円形の挿通孔５６Ａが形成されている。また、図２に示されるように、クラッチギヤ
５６の径方向の中間部には、脚片１６側に向けて突出すると共に当該クラッチギヤ５６の
周方向に間隔を空けて配置されたロックバー支持軸５６Ｂ及びリターンスプリング支持軸
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５６Ｃが立設されている。さらに、クラッチギヤ５６の周方向の中間部には、フリクショ
ンスプリング６２の一部が挿通されるフリクションスプリング挿通孔５６Ｄが形成されて
いる。図１に示されるように、以上説明したクラッチギヤ５６は、ギヤハウジング５２に
おける脚片１６側に形成された収容凹部内に収容されている。また、第１シート６６がギ
ヤハウジング５２に取付けられることで、クラッチギヤ５６の脚片１６側への移動が規制
されるようになっている。
【００２４】
　図２に示されるように、ロックバー５８は、クラッチギヤ５６の軸方向視で略半月状に
形成されており、このロックバー５８は、クラッチギヤ５６に設けられたロックバー支持
軸５６Ｂに支持されることで傾動可能とされている。また、ロックバー５８の一端部は、
ラチェット６４に係合するラチェット係合部５８Ａとされており、ロックバー５８の他端
部は、リターンスプリング６０が当接するリターンスプリング当接部５８Ｂとされている
。
【００２５】
　リターンスプリング６０は、環状に巻回されていると共にクラッチギヤ５６に設けられ
たリターンスプリング支持軸５６Ｃに支持される巻回部６０Ａを備えている。また、リタ
ーンスプリング６０の一端部は、巻回部６０Ａから延出していると共にクラッチギヤ５６
の一部に係止される係止部６０Ｂとされている。さらに、リターンスプリング６０の他端
部は、巻回部６０Ａから延出していると共にロックバー５８のリターンスプリング当接部
５８Ｂに当接する当接部６０Ｃとされている。そして、リターンスプリング６０の付勢力
が、ロックバー５８のリターンスプリング当接部５８Ｂに入力されることで、ロックバー
５８のラチェット係合部５８Ａがラチェット６４と離間するようになっている。
【００２６】
　図１に示されるように、フリクションスプリング６２は、クラッチギヤ５６とギヤハウ
ジング５２との間に設けられており、このフリクションスプリング６２は、クラッチギヤ
５６が回転された際にギヤハウジング５２と摺接する摺接部６２Ａと、摺接部６２Ａから
クラッチギヤ５６側に向けて延出すると共に当該クラッチギヤ５６に形成されたフリクシ
ョンスプリング挿通孔５６Ｄに挿通される押圧部６２Ｂと、を備えている。そして、図２
に示されるように、クラッチギヤ５６が軸方向一方側（矢印Ｅ１方向側）へ回転された際
には、フリクションスプリング６２の押圧部６２Ｂがロックバー５８のラチェット係合部
５８Ａを押圧する。そしてさらに、フリクションスプリング６２の押圧部６２Ｂからロッ
クバー５８のラチェット係合部５８Ａに入力される力がリターンスプリング６０の付勢力
を超えると、ロックバー５８が傾動されて、当該ロックバー５８のラチェット係合部５８
Ａがラチェット６４に係合する。これにより、クラッチギヤ５６に入力された回転力がロ
ックバー５８を介してラチェット６４に入力されて、スプール２０がラチェット６４と共
に巻取方向へ回転されるようになっている。これに対して、図３に示されるように、クラ
ッチギヤ５６が軸方向他方側（矢印Ｅ２方向側）へ回転された際には、フリクションスプ
リング６２の押圧部６２Ｂからロックバー５８のラチェット係合部５８Ａに入力される力
がリターンスプリング６０の付勢力を超えないため、ロックバー５８のラチェット係合部
５８Ａはラチェット６４に係合しない。これにより、クラッチギヤ５６に入力された回転
力がロックバー５８を介してラチェット６４に入力されないようなっている。
【００２７】
　ラチェット６４は、ロックバー５８のラチェット係合部５８Ａが係合する複数の被係合
外歯６４Ａが外周部に形成された円板状に形成されている。そして、図１に示されるよう
に、ラチェット６４は、スプール２０の支軸部２９に圧入等により固定されている。
【００２８】
　Ｂギヤ４６は、Ａギヤ４０の外歯４１が噛合う複数の外歯４７Ｔが外周部に形成された
大径部４６Ｔと、当該大径部４６Ｔと同軸上に配置されていると共に当該大径部４６Ｔと
一体に形成された小径部４６Ｓと、を備えている。また、小径部４６Ｓの外径は大径部４
６Ｔの外径よりも小径に設定されており、また小径部４６Ｓの外周部には、後述するＯＬ
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ギヤ４８が噛合う複数の外歯４７Ｓが形成されている。
【００２９】
　図４に示されるように、ＯＬギヤ４８は、Ｂギヤ４６（図１参照）の回転力が伝達され
ることで回転される入力ギヤ６８と、入力ギヤ６８と同軸上に配置されたロータ７０と、
入力ギヤ６８とロータ７０との間に設けられたクラッチスプリング７２と、ロータ７０に
当該ロータ７０と一体回転可能に係合される出力ギヤ７４と、を含んで構成されている。
【００３０】
　入力ギヤ６８は、Ｂギヤ４６の小径部４６Ｓに形成された外歯４７Ｓが噛合う複数の外
歯６９が外周部に形成された円板状に形成されている。また、図５に示されるように、入
力ギヤ６８には、ロータ７０側が開放されていると共に後述するクラッチスプリング７２
及びロータ７０の巻付部７０Ｂが配置される窪み部６８Ａが形成されている。さらに、こ
の窪み部６８Ａにおける入力ギヤ６８の径方向外側の部位には、入力ギヤ６８の周方向に
沿って複数のクラッチスプリング係合凹部６８Ｂが形成されている。
【００３１】
　図４に示されるように、ロータ７０は、円板状に形成された円板部７０Ａと、円板部７
０Ａの径方向内側の部位から入力ギヤ６８側に向けて突出する円柱状に形成された巻付部
７０Ｂと、を備えている。また、ロータ７０の軸心部には、すなわち、巻付部７０Ｂの軸
心部には、出力ギヤ７４が係合されるスプライン状の係合孔７０Ｃが形成されている。
【００３２】
　クラッチスプリング７２は、環状に湾曲された湾曲部７２Ａを備えている。またクラッ
チスプリング７２がロータ７０の巻付部７０Ｂに取付けられる前の状態では、湾曲部７２
Ａの内径は、ロータ７０の巻付部７０Ｂの外径に比してやや小さな外径とされている。そ
して、湾曲部７２Ａの内径が拡径されて当該湾曲部７２Ａがロータ７０の巻付部７０Ｂの
外周面に係合されることで、湾曲部７２Ａがロータ７０の巻付部７０Ｂに圧着されるよう
になっている。また、図５に示されるように、クラッチスプリング７２の一端部は、入力
ギヤ６８のクラッチスプリング係合凹部６８Ｂに係合される係合部７２Ｂとされている。
そして、入力ギヤ６８が一方側へ（矢印Ｃ１方向へ）回転されることで、当該入力ギヤ６
８のクラッチスプリング係合凹部６８Ｂの一部が、係合部７２Ｂの端７２Ｃを押圧するよ
うになっている。これにより、入力ギヤ６８に入力された回転力がクラッチスプリング７
２を介してロータ７０及び出力ギヤ７４に伝達されるようになっている。これに対して、
入力ギヤ６８が他方側へ（矢印Ｃ２方向へ）回転される方向への回転力が当該入力ギヤ６
８に作用すると、当該入力ギヤ６８のクラッチスプリング係合凹部６８Ｂの他の一部が、
クラッチスプリング７２の係合部７２Ｂをロータ７０の巻付部７０Ｂ側に向けて押圧する
。これにより、クラッチスプリング７２の係合部７２Ｂとクラッチスプリング係合凹部６
８Ｂとの係合が浅くなる。そして、入力ギヤ６８に作用する矢印Ｃ４方向への回転力が所
定値を超えると、クラッチスプリング７２の係合部７２Ｂとクラッチスプリング係合凹部
６８Ｂとの係合が外れるようになっている。その結果、ＯＬギヤ４８は、所定の値を超え
る矢印Ｃ２方向への回転力を伝達しないようになっている。これにより、後述するプリテ
ンショナ時に、ウェビングに生じる張力が所定値以上となることが抑制されるようになっ
ている。
【００３３】
　出力ギヤ７４は、Ｃギヤ５０と噛合う複数の外歯７６が外周部に形成された出力ギヤ本
体部７４Ａと、出力ギヤ本体部７４Ａと一体に形成されていると共にロータ７０に形成さ
れた係合孔７０Ｃに係合されるスプライン状の係合部７４Ｂと、を備えている。そして、
出力ギヤ７４の係合部７４Ｂが、ロータ７０に形成された係合孔７０Ｃに係合されること
で、出力ギヤ７４とロータ７０とが一体回転可能に結合されるようになっている。
【００３４】
　図１に示されるように、Ｃギヤ５０は、ＯＬギヤ４８の一部を構成する出力ギヤ７４の
外歯７６（図４参照）及び第１クラッチ４４の一部を構成するクラッチギヤ５６の外歯５
７と噛合う複数の外歯５１が形成された円板状に形成されている。そして、Ｃギヤ５０が
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ＯＬギヤ４８の出力ギヤ７４によって回転されることで、Ｃギヤ５０がクラッチギヤ５６
を回転させるようになっている。
【００３５】
　以上説明したＢギヤ４６、ＯＬギヤ４８及びＣギヤ５０は、ギヤハウジング５２に形成
された収容凹部５２Ａ内に収容された状態で当該収容凹部５２Ａ内に立設された軸部に回
転可能に支持されている。
【００３６】
　また、ギヤハウジング５２には、アイドルギヤ７８、スプールギヤ８０、リトラクタス
プリング８２及び第２クラッチ１１６が支持されるスプリングホルダ８４が固定されてい
る。
【００３７】
　アイドルギヤ７８は、後述するスプールギヤ８０及び第２クラッチ１１６と噛合う複数
の外歯７９が外周部に形成された円板状に形成されている。このアイドルギヤ７８は、ス
プリングホルダ８４におけるギヤハウジング５２側の部位に形成された収容凹部内に収容
された状態で、当該収容凹部内に立設された軸部に回転可能に支持されている。また、第
２シート８６がスプリングホルダ８４に取付けられることで、アイドルギヤ７８のギヤハ
ウジング５２側への移動が規制されている。
【００３８】
　スプールギヤ８０は、アイドルギヤ７８の外歯７９と噛合う複数の外歯８１が外周部に
形成されていると共にアイドルギヤ７８よりも大径に設定された円板状に形成されている
。また、スプールギヤ８０の軸心部には、リトラクタスプリング８２側に向けて突出する
アダプタ固定部８０Ａが形成されている。さらに、スプールギヤ８０の軸心部におけるス
プール２０側の部位には、スプール２０の支軸部２９に係合される図示しない係合孔が形
成されている。そして、スプールギヤ８０の係合孔がスプール２０の支軸部２９に係合さ
れることで、スプールギヤ８０とスプール２０とが一体回転可能に結合されるようになっ
ている。また、スプールギヤ８０は、スプリングホルダ８４におけるギヤハウジング５２
側の部位に形成された収容凹部内に収容されている。そして、スプールギヤ８０が当該収
容凹部内に収容された状態では、スプールギヤ８０のアダプタ固定部８０Ａが当該収容凹
部の底壁に形成された挿通孔８４Ａを通じてリトラクタスプリング８２側へ突出するよう
になっている。
【００３９】
　リトラクタスプリング８２は、渦巻状に形成されており、このリトラクタスプリング８
２は、スプリングホルダ８４においてスプールギヤ８０が収容された側とは反対側に形成
されたスプリング収容部８４Ｂ内に収容されている。また、リトラクタスプリング８２の
内端部は、スプールギヤ８０のアダプタ固定部８０Ａに固定されたアダプタ８８に係止さ
れており、リトラクタスプリング８２の外端部は、スプリング収容部８４Ｂ内に形成され
た図示しない係止部に係止されている。そして、このリトラクタスプリング８２の付勢力
が、アダプタ８８及びスプールギヤ８０を介してスプール２０に伝達されることで、スプ
ール２０が巻取方向に回転付勢されるようになっている。なお、リトラクタスプリング８
２の付勢力（に基づくウェビングの巻取力）は、乗員が装着したウェビングの弛みを解消
する程度に、比較的弱く設定されている。換言すれば、リトラクタスプリング８２の付勢
力は、ウェビングの装着状態で乗員非圧迫性に対応した強さとなるように設定され、スプ
ール２０から引出されたウェビングを当該ウェビングに作用する摩擦力等に抗して最後ま
で巻取る強さは要求されていない。
【００４０】
　また、スプリングホルダ８４には、スプリングカバー９０が取付けられている。これに
より、スプリング収容部８４Ｂ内に収容されたリトラクタスプリング８２がスプリングカ
バー９０に覆われるようになっている。
【００４１】
　ここで、図６及び図７には、第２クラッチ１１６の構成が分解斜視図にて示されている
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。また、図８には、第２クラッチ１１６の構成が断面図にて示されている。この図に示さ
れるように、第２クラッチ１１６は、ベース１１８と、当該ベース１１８に取付けられる
ことで当該ベース１１８と一体回転するロータ１２８と、を備えている。また、第２クラ
ッチ１１６は、クラッチギヤ１３６と、ベース１１８とクラッチギヤ１３６との間に設け
られたクラッチスプリング１４０と、ベース１１８に回動可能に支持されたレバー１４８
と、を備えている。さらに、第２クラッチ１１６は、ベース１１８に支持されたウェイト
としての一対のクラッチウェイト１７０，１７２と、ベース１１８に回転可能に取付けら
れるストッパ２００と、を備えている。なお、以下、単に軸方向、径方向、周方向を示す
場合は、特に断りのない限り、第２クラッチ１１６の回転軸方向、回転径方向、回転周方
向を示すものとする。また、第２クラッチ１１６の回転軸方向、回転径方向、回転周方向
は、ベース１１８、ロータ１２８、クラッチギヤ１３６、レバー１４８、ストッパ２００
の回転軸方向、回転径方向、回転周方向と一致している。
【００４２】
　ベース１１８は、円盤状に形成された円盤部１２０と、円盤部１２０の軸心部において
円盤部１２０の軸線方向一側へ向けて突設された円柱状の支軸部１２２と、支軸部１２２
の周囲に同軸的に形成された断面略Ｃ字状の側壁部１２４と、を備えている。また、ベー
ス１１８は、クラッチスプリング１４０の一方側の端部が係止される第１スプリング係止
溝１２５Ａが形成されていると共に支軸部１２２の突出方向と同一方向に突設されたブロ
ック状の第１スプリング係止部１２５を備えている。この第１スプリング係止部１２５の
径方向外側の面は、側壁部１２４の外周面と同一の曲率変形とされた円筒面状に形成され
ている。
【００４３】
　ここで、図９（Ａ）に示されるように、第１スプリング係止部１２５に形成された第１
スプリング係止溝１２５Ａは、ベース１１８の径方向外側及び軸方向一方側（ロータ１２
８側）が開放された溝状に形成されている。この第１スプリング係止溝１２５Ａは、互い
に間隔を空けて平行に配置された側壁部Ｋ１，Ｋ２と、第１スプリング係止溝１２５Ａの
深さ方法の終端面を形成する底壁部Ｋ３と、を有して構成されている。また、側壁部Ｋ１
，Ｋ２は、ベース１１８の軸方向視で、ベース１１８の軸線周り他方（矢印Ｆ２方向）側
に向かうにつれてベース１１８の径方向内側に傾斜されている。また、第１スプリング係
止溝１２５Ａの溝幅Ｗ１は、すなわち、側壁部Ｋ１と側壁部Ｋ２との間のクリアランスは
、後述するクラッチスプリング１４０の第１係止部１４２の線径よりも若干大きな幅に設
定されている。なお、第１スプリング係止溝１２５Ａにおけるベース１１８の軸方向一方
側の開放端は、後述するロータ１２８の円盤部１３０によって閉止されるようになってい
る。
【００４４】
　また、図６及び図７に示されるように、ベース１１８は、円盤部１２０において支持部
１２２が設けられた側とは反対側に向けて突設された円筒状の支軸部１２３を備えている
。さらに、ベース１１８は、円盤部１２０における支軸部１２３の径方向外側においてク
ラッチウェイト１７０，１７２側に向けて突出する支軸１７６，１７８を備えている。こ
の支軸１７６，１７８は、ベース１１８の周方向に沿って等間隔に配置されている。また
、ベース１１８の円盤部１２０における支持部１２２、１２３の径方向外側の部位には、
一対の長孔１６０，１６２がベース１１８の周方向に沿って形成されている。この長孔１
６０，１６２には、後述するレバー１４８の連結突起１５６，１５８が係合されており、
この連結突起１５６，１５８が、円盤部１２０の周方向に沿って各長孔１６０、１６２内
を移動できるようになっている。また、円盤部１２０には、後述するリターンスプリング
１６４の一端部が当接する係止壁１２７が立設されている。
【００４５】
　図８に示されるように、以上説明したベース１１８は、スプリングホルダ８４に形成さ
れた収容凹部８４Ｃ内に配置されると共に当該収容凹部８４Ｃに立設された軸部８４Ｄに
回転可能に支持されている。
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【００４６】
　図６及び図７に示されるように、ベース１１８の支軸部１２２の軸線方向一端側（図６
及び図７では右側）には、ロータ１２８が設けられている。このロータ１２８は、円板状
に形成された円盤部１３０と、円盤部１３０の軸心部からベース１１８とは反対側に向け
て突出する筒状に形成された筒状部１３１と、を備えている。また、ロータ１２８は、ベ
ース１１８の側壁部１２４に設けられた爪部が円盤部１３０に係合されることで、ベース
１１８と一体回転可能に固定されている。さらに、筒状部１３１の外周部には、平歯の外
歯１３２が形成されており、この外歯１３２は、前述したＯＬギヤ４８の一部を構成する
入力ギヤ６８の外歯６９（図４参照）と噛合うようになっている。
【００４７】
　ベース１１８の側壁部１２４の径方向外側には、クラッチギヤ１３６がベース１１８に
対して同軸的でかつ相対回転可能に設けられている。クラッチギヤ１３６の外周部には、
複数の外歯１３８が形成されており、この外歯１３８は、前述したアイドルギヤ７８の外
歯７９（図１参照）と噛合うようになっている。また、クラッチギヤ１３６の内径寸法は
、ベース１１８の側壁部１２４の外径寸法よりも充分に大きく、クラッチギヤ１３６の内
周面と側壁部１２４の外周面との間には環状の隙間が形成されている。この環状の隙間に
は、捩りコイルスプリングであるクラッチスプリング１４０が同軸的に配置されている。
【００４８】
　クラッチスプリング１４０は、ベース１１８の側壁部１２４の外周面とクラッチギヤ１
３６の内周面との間において環状に巻回された巻回部１４１を備えている。また、クラッ
チスプリング１４０の一方側の端部は、巻回部１４１の径方向内側へ向けて折曲げられた
第１係止部１４２とされている。また、図９（Ａ）に示されるように、第１係止部１４２
は、前述の第１スプリング係止溝１２５Ａに対応して巻回部１４１の径方向に対して傾斜
されている。クラッチスプリング１４０の他方側の端部は、巻回部１４１の径方向内側へ
向けて折曲げられた第２係止部１４６とされている。また、第２係止部１４６は、後述す
るレバー１４８に形成された第２スプリング係止溝１５３Ａに対応して巻回部１４１の径
方向に沿って伸びている。さらに、第１係止部１４２と第２係止部１４６とは、巻回部１
４１の周方向に沿って所定の間隔を空けて配置されている。また、自然状態における巻回
部１４１の内径寸法は、ベース１１８の側壁部１２４の外径寸法よりも小さな寸法に設定
されている。これにより、巻回部１４１がベース１１８の側壁部１２４に組付けられた際
に、当該巻回部１４１は、自らの弾性力によりが縮径する方向に付勢されている。また、
これにより、巻回部１４１がベース１１８の側壁部１２４に組付けられた状態では、当該
巻回部１４１は、ベース１１８の側壁部１２４の外周面に密着している。さらに、巻回部
１４１がベース１１８の側壁部１２４に組付けられた状態では、当該巻回部１４１とクラ
ッチギヤ１３６の内周面と間にクリアランスが設けられるようになっている。
【００４９】
　また、クラッチスプリング１４０の第１係止部１４２は、ベース１１８の第１スプリン
グ係止部１２５に形成された第１スプリング係止溝１２５Ａに嵌込んで係止されている。
さらに、クラッチスプリング１４０の第２係止部１４６は、後述するレバー１４８の第２
スプリング係止部１５３に形成された第２スプリング係止溝１５３Ａに嵌込んで係止され
ている。
【００５０】
　レバー１４８は、円筒状の軸受部１５０を備えている。軸受部１５０の筒内には、ベー
ス１１８の支軸部１２２が貫通しており、これにより、レバー１４８は、支軸部１２２（
ベース１１８）に対して軸線周りに相対回転可能に支持されている。また、軸受部１５０
の外周部には、径方向に沿って突出する一対の連結部１５２及び連結部１５４が、互いに
周方向に沿って反対側（１８０度反対側）に設けられている。
【００５１】
　図７に示されるように、これら一対の連結部１５２、１５４には、それぞれベース１１
８の円盤部１２０側へ向けて突出する円柱状の連結突起１５６及び連結突起１５８が突設
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されている。また、各連結突起１５６、１５８は、後述する一対のクラッチウェイト１７
０及びクラッチウェイト１７２に設けられた係合爪１８０，１８２がそれぞれ係合してい
る。
【００５２】
　図９（Ａ）及び（Ｂ）に示されるように、レバー１４８の一方の連結部１５２には、捩
りコイルスプリングであるリターンスプリング１６４の一端部が当接されており、このリ
ターンスプリング１６４の他端部は、ベース１１８の円盤部１２０に立設された係止壁１
２７に当接している。このリターンスプリング１６４は、レバー１４８を常にベース１１
８の軸線周り一方（図６及び図７では矢印Ｆ１方向）へ付勢しており、レバー１４８は、
通常は一対の連結突起１５６、１５８が、本体部１２０の一対の長孔１６０、１６２の各
長手方向一端部（図６及び図７では矢印Ｆ１方向側の端部）に当接した状態に保持されて
いる。
【００５３】
　また、図９（Ａ）に示されるように、レバー１４８の他方の連結部１５４は、クラッチ
スプリング１４０の第２係止部１４６が係止される第２スプリング係止部１５３とされて
いる。この第２スプリング係止部１５３には、クラッチスプリング１４０の第２係止部１
４６が嵌込む第２スプリング係止溝１５３Ａが形成されている。これにより、図９（Ａ）
及び図９（Ｂ）に示されるように、レバー１４８がリターンスプリング１６４の弾性力に
抗してベース１１８に対して軸線周り他方（図９（Ａ）及び（Ｂ）では矢印Ｆ２方向）へ
回動されると、クラッチスプリング１４０の第２係止部１４６が、クラッチスプリング１
４０の巻き方向一方（図９（Ａ）及び（Ｂ）では矢印Ｆ２方向）へ移動され、クラッチス
プリング１４０の巻回部１４１の外径寸法が拡大するようになっている。また、第２スプ
リング係止溝１５３Ａは、前述の第１スプリング係止溝１２５Ａと同様に、側壁部Ｋ４，
Ｋ５と、底壁部Ｋ６と、を有して構成されている。また、本実施形態では、レバー１４８
がベース１１８に支持された状態において、側壁部Ｋ４，Ｋ５が、ベース１１８の径方向
と略平行となっている。また、第２スプリング係止溝１５３Ａの溝幅Ｗ２は、すなわち、
側壁部Ｋ４と側壁部Ｋ５との間のクリアランスは、クラッチスプリング１４０の第２係止
部１４６の線径に対して充分に広い幅に設定されている。これにより、クラッチスプリン
グ１４０のベース１１８及びレバー１４８に対する組付け性が良好になっている。
【００５４】
　しかも、このようにクラッチスプリング１４０の巻回部１４１の外径寸法が拡大される
と、クラッチスプリング１４０の巻回部１４１は、クラッチギヤ１３６の内周面に圧着さ
れる。この状態では、クラッチスプリング１４０の外周部とクラッチギヤ１３６の内周面
との間には所定の摩擦力が生じるため、クラッチスプリング１４０とクラッチギヤ１３６
とは、この摩擦力によって一体的に連結されるようになっている。
【００５５】
　一方、図６～図８に示されるように、ベース１１８の軸線方向他側（ロータ１２８とは
反対側）には、それぞれ略半円形の板状に形成された一対のクラッチウェイト１７０、１
７２が配置されている。これら一対のクラッチウェイト１７０、１７２は、同じ重量に設
定されており、互いに円盤部１２０の周方向に沿って反対側（１８０度反対側）に設けら
れている。これら一対のクラッチウェイト１７０、１７２の各周方向一端側には、円形の
軸受孔１７４、１７５が形成されている。これらの軸受孔１７４、１７５には、ベース１
１８の円盤部１２０に突設された円柱状の支軸１７６又は支軸１７８が回転自在に嵌合し
ている。これにより、各クラッチウェイト１７０、１７２は、それぞれ支軸１７６、１７
８（軸受孔１７４、１７５）周りにベース１１８の径方向へ回動可能（傾動可能）にベー
ス１１８に支持されている。
【００５６】
　また、一方のクラッチウェイト１７０は、前述したレバー１４８の連結突起１５８に係
合する略Ｕ字状の係合爪１８０を備えており、他方のクラッチウェイト１７２は、同様に
レバー１４８の連結突起１５６に係合する略Ｕ字状の係合爪１８２を備えている。これに
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より、一対のクラッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７２は、レバー１４８を介
して同期（連動）するようになっており、通常は、レバー１４８に作用するリターンスプ
リング１６４の付勢力によって、ベース１１８の径方向内側に保持されている。
【００５７】
　また、一対のクラッチウェイト１７０、１７２は、後述するストッパ２００側に向けて
突出する円柱状の係合部１８４，１８６を備えている。
【００５８】
　図６及び図７に示されるように、一対のクラッチウェイト１７０、１７２を介してベー
ス１１８とは反対側には、円盤状に形成されたストッパ２００が配置されている。また、
このストッパ２００の軸心部には、スプリングホルダ８４に形成された収容凹部８４Ｃに
立設された軸部８４Ｄ（図８参照）が挿通されると共にベース１１８の支軸部１２３の外
周部に嵌合される円形の開口部２０２が形成されている。このストッパ２００は、一対の
クラッチウェイト１７０、１７２のベース１１８からの脱落を防止すると共に、一対のク
ラッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７２が、スプリングホルダ８４に形成され
た収容凹部８４Ｃの底壁に干渉することを防止するスペーサとしても機能する。
【００５９】
　また、ストッパ２００の径方向の中間部には、クラッチウェイト１７０の係合部１８４
及びクラッチウェイト１７２の係合部１８６がそれぞれ係合する一対の被係合部としての
被係合孔２０４，２０６が形成されている。被係合孔２０４と被係合孔２０６とは、スト
ッパ２００の周方向に沿って等間隔に配置されている。
【００６０】
　図１０（Ａ）及び（Ｂ）に示されるように、被係合孔２０４，２０６におけるストッパ
２００の周方向一方側（矢印Ｆ２方向側）の部位は、その幅寸法Ｗ１（ストッパ２００の
径方向への寸法）がクラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６の外径より
もやや大きな寸法とされた規制部２０８とされている。そして、図１０（Ｂ）に示される
ように、クラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６が被係合孔２０４，２
０６内における規制部２０８内に位置している際には、係合部１８４，１８６が規制部２
０８の内周縁部２１０における径方向外側の部位２１０Ｂに当接することで、一対のクラ
ッチウェイト１７０，１７２が、ベース１１８の径方向内側に保持された状態から径方向
外側へ移動することが規制されるようになっている。
【００６１】
　また、図１０（Ａ）及び（Ｂ）に示されるように、被係合孔２０４，２０６におけるス
トッパ２００の周方向他方側（矢印Ｆ１方向）の部位は、その幅寸法Ｗ２（ストッパ２０
０の径方向への寸法）がクラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６の外径
よりも充分に大きな寸法とされた許容部２１２とされている。この許容部２１２の内周縁
部２１４における径方向内側の部位２１４Ａは、規制部２０８の内周縁部２１０における
径方向内側の部位２１０Ａと径方向の同位置に位置している。また、許容部２１２の内周
縁部２１４における径方向外側の部位２１４Ｂは、規制部２０８の内周縁部２１０におけ
る径方向外側の部位２１０Ｂよりも径方向外側に位置している。そして、図１０（Ａ）に
示されるように、クラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６が被係合孔２
０４，２０６内における許容部２１２内に位置している際には、係合部１８４，１８６が
許容部２１２の内周縁部２１４における径方向外側の部位２１４Ｂに当接する位置まで移
動することが可能となっている。すなわち、一対のクラッチウェイト１７０，１７２が、
ベース１１８の径方向内側に保持された状態から径方向外側へ移動することが可能となっ
ている。
【００６２】
　また、本実施形態では、ストッパ２００のベース１１８に対する回転角を所定の角度に
制限する図示しない制限部が設けられている。これにより、クラッチウェイト１７０，１
７２の係合部１８４，１８６が、被係合孔２０４，２０６の内周縁部における周方向の両
端に当接しないようになっている。すなわち、クラッチウェイト１７０，１７２の係合部
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１８４，１８６が、規制部２０８の内周縁部２１０における矢印Ｆ２方向側の端部２１０
Ｃに当接しないようになっていると共に、許容部２１２の内周縁部２１４における矢印Ｆ
１方向側の端部２１４Ｃに当接しないようになっている。
【００６３】
　図６及び図７に示されるように、ストッパ２００の外周部には、径方向外側へ向けて凸
状に形成された４つの当接部２１６が設けられており、この４つの当接部２１６は周方向
に沿って等間隔に配置されている。この当接部２１６は、その径方向内側の部位に肉抜孔
が形成されていることで径方向内側へ向けて弾性変形することが可能となっている。また
、図８に示されるように、ストッパ２００がスプリングホルダ８４に形成された収容凹部
８４Ｃ内に配置された状態では、当該ストッパ２００の当接部２１６が、径方向内側に弾
性変形された状態で収容凹部８４Ｃの被当接部としての内周面８４Ｅに当接するようにな
っている。
【００６４】
　ここで、本実施形態の第２クラッチ１１６では、ロータ１２８がその軸線周り他方（図
６及び図７の矢印Ｆ１方向）へ回転されると、ロータ１２８に一体的に連結されたベース
１１８が、ロータ１２８と共にその軸線周り他方へ回転するようになっている。このため
、ベース１１８に支持された一対のクラッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７２
が、ベース１１８に追従してベース１１８の軸線周りに回転する。このとき、一対のクラ
ッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７２には遠心力が作用し、クラッチウェイト
１７０には支軸１７６周りの回転トルクが作用すると共に、クラッチウェイト１７２には
支軸１７８周りの回転トルクが作用する。
【００６５】
　したがって、これらの回転トルクの大きさが所定値以上の場合、すなわち、一対のクラ
ッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７２の回転速度が所定値以上の場合には、一
対のクラッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７２は、レバー１４８に作用するリ
ターンスプリング１６４の付勢力に抗してベース１１８の径方向外側へ支軸１７６又は支
軸１７８周りに回動するようになっている。これにより、クラッチウェイト１７０の係合
爪１８０に連結突起１５８が係合しかつクラッチウェイト１７２の係合爪１８２に連結突
起１５６が係合したレバー１４８は、ベース１１８に対して軸線周り他方（図９（Ａ）及
び（Ｂ）では矢印Ｆ２方向）へ回動される構成である。
【００６６】
　また、本実施形態では、モータ３８の出力軸の回転力がＡギヤ４０、Ｂギヤ４６及びＯ
Ｌギヤ４８を介してロータ１２８に伝達される構成となっている。
【００６７】
（本実施形態の作用並びに効果）
　次に、本実施形態の作用並びに効果について説明する。
【００６８】
　図１に示されるように、上記構成のウェビング巻取装置１０では、スプール２０にウェ
ビングが層状に巻取られた収納状態で、図示しないタングプレートを引張りつつウェビン
グを引張ると、スプール２０を巻取方向に付勢するリトラクタスプリング８２の付勢力に
抗してスプール２０を引出方向へ回転させながらウェビングが引出される。
【００６９】
　このように、ウェビングが引出された状態で、ウェビングを座席に着座した乗員の身体
の前方に掛回しつつタングプレートをバックル装置に差込み、バックル装置にタングプレ
ートを保持させることで、ウェビングが乗員の身体に装着される。
【００７０】
　ここで、タングプレートがバックル装置に差込まれたことが、図示しないスイッチ等に
より検出されると、図示しないモータ制御装置が、モータ３８の出力軸を正方向へ回転さ
せる。そして、このモータ３８の出力軸の回転は、図１１に示された第１の伝達経路を介
してスプール２０に伝達される。具体的には、モータ３８の出力軸がＡギヤ４０を矢印Ａ
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１方向へ回転させる。また、Ａギヤ４０が矢印Ａ１方向へ回転されると、当該Ａギヤ４０
によりＢギヤ４６が矢印Ｂ１方向へ回転され、さらにＢギヤ４６によりＯＬギヤ４８が矢
印Ｃ１方向へ回転される。そしてさらに、ＯＬギヤ４８によりＣギヤ５０が矢印Ｄ１方向
へ回転され、またＣギヤ５０により第１クラッチ４４のクラッチギヤ５６が矢印Ｅ１方向
に回転される。ここで、クラッチギヤ５６が矢印Ｅ１方向に回転される際には、ロックバ
ー５８がラチェット６４に係合される。その結果、クラッチギヤ５６の回転がラチェット
６４に伝達され、スプール２０がラチェット６４と共に巻取方向へ回転される。これによ
り、ウェビングがスプール２０に巻取られて、乗員に装着されたウェビングの弛みが取除
かれる（所謂「フィッティングアシスト」）。そして、モータ３８の出力軸の回転が停止
された状態では、ウェビングがリトラクタスプリング８２の付勢力によって比較的弱い力
で乗員を拘束するようになっている。
【００７１】
　一方、車両が走行している状態において、車両が急減速したこと等が図示しない検出装
置によって検出されると、図示しないモータ制御装置が、モータ３８の出力軸を正方向へ
回転させる。また、この時のモータ３８の出力軸の回転力は、上記フィッティングアシス
ト時の回転力よりも高くなるように設定されている。そして、モータ３８の出力軸の正方
向への回転が、図１１に示された第１の伝達経路を介してスプール２０に伝達されること
で、ウェビングがスプール２０に巻取られて、乗員に装着されたウェビングの弛みが取除
かれる（所謂「プリテンショナ」）。
【００７２】
　一方、乗員が車両を停車させてバックル装置からタングプレートを外すと、スプール２
０はリトラクタスプリング８２の付勢力により巻取方向へ回転する。但し、このリトラク
タスプリング８２の付勢力は比較的弱く設定されているため、スプール２０は、このリト
ラクタスプリング８２の付勢力に対応した比較的弱い回転力で巻取方向へ回転する。
【００７３】
　またこのとき、図示しないモータ制御装置は、モータ３８の出力軸を逆方向へ回転させ
る。そして、このモータ３８の出力軸の回転は、図１２に示された第２の伝達経路を介し
てスプール２０に伝達される。なお、第２の伝達経路の減速比は前述の第１の伝達経路の
減速比に比して高く設定されている。
【００７４】
　モータ３８の出力軸が逆方向へ回転されると、モータ３８の出力軸がＡギヤ４０を矢印
Ａ２方向へ回転させる。また、Ａギヤ４０が矢印Ａ２方向へ回転されると、当該Ａギヤ４
０によりＢギヤ４６が矢印Ｂ２方向へ回転され、さらにＢギヤ４６によりＯＬギヤ４８が
矢印Ｃ２方向へ回転される。そしてさらに、ＯＬギヤ４８により第２クラッチ１１６のベ
ース１１８がロータ１２８を介して矢印Ｆ１方向へ回転される。
【００７５】
　ところで、図８に示されるように、ストッパ２００は、当該ストッパ２００の当接部２
１６が収容凹部８４Ｃの内周面８４Ｅに当接した状態で当該収容凹部８４Ｃ内に配置され
ている。そのため、ベース１１８が、矢印Ｆ１方向へ回転し始める際においては、ストッ
パ２００はベース１１８に対して遅れて回転し始める。すなわち、ストッパ２００はベー
ス１１８に対して矢印Ｆ２方向へ相対回転する。これにより、図１０（Ａ）に示されるよ
うに、クラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６が、ストッパ２００の被
係合孔２０４，２０６の許容部２１２内に配置される。
【００７６】
　また、ベース１１８の回転は、支軸１７６及び軸受孔１７４を介してクラッチウェイト
１７０に伝達されると共に、支軸１７８及び軸受孔１７５を介してクラッチウェイト１７
２に伝達され、クラッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７２が、ベース１１８に
追従して該ベース１１８の軸線周りに回転される。これにより、クラッチウェイト１７０
及びクラッチウェイト１７２には、遠心力が作用する。その結果、クラッチウェイト１７
０及びクラッチウェイト１７２が、レバー１４８に作用するリターンスプリング１６４の
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付勢力に抗してベース１１８の径方向外側へ支軸１７６，１７８回りに回動する（傾動す
る）。
【００７７】
　このため、クラッチウェイト１７０の係止爪１８０に連結突起１５８が係合しかつクラ
ッチウェイト１７２の係止爪１８２に連結突起１５６が係合したレバー１４８が、ベース
１１８に対して軸線周り他方（図９（Ａ）及び（Ｂ）の矢印Ｆ１方向）へ回動される。
【００７８】
　レバー１４８が、ベース１１８に対して軸線周り他方へ回動されると、クラッチスプリ
ング１４０の第２係止部１４６は、レバー１４８によってクラッチスプリング１４０の巻
き方向一方（図９（Ａ）及び図９（Ｂ）の矢印Ｆ２方向）へ移動される。その結果、クラ
ッチスプリング１４０の巻回部１４１の外径寸法が拡大し、クラッチスプリング１４０の
巻回部１４１の外周部が、クラッチギヤ１３６の内周面に密着される。これにより、クラ
ッチスプリング１４０の回転がクラッチギヤ１３６に伝達され、クラッチギヤ１３６が矢
印Ｆ１方向へ回転される。このクラッチギヤ１３６の外歯１３８には、図１２に示される
ように、アイドルギヤ７８の外歯７９が噛合っているため、アイドルギヤ７８が矢印Ｇ１
方向へ回転される。また、アイドルギヤ７８によりスプールギヤ８０が矢印Ｈ１方向へ回
転され、スプール２０がスプールギヤ８０と共に巻取方向へ回転される。このスプール２
０の回転により、リトラクタスプリング８２の付勢力不足が補われ、ウェビングがスプー
ル２０に層状に巻取られて収納される（所謂「巻取アシスト」）。
【００７９】
　しかもこの場合、スプール２０は前述のフィッティングアシスト時よりも低トルクで回
転されるので、ウェビングを安全にスプール２０に巻取って収納することができる。また
、本実施形態では、上記巻取アシストがなされている場合においても、ウェビングをスプ
ール２０から容易に引出すことができるようになっている。すなわち、巻取アシストトル
クに抗してスプール２０を容易に引出方向へ回転させることが可能となっている。
【００８０】
　ウェビングがスプール２０に最後まで巻取られると、モータ制御装置によりモータ３８
への給電が遮断され、モータ３８の出力軸の回転が停止される。
【００８１】
　モータ３８の回転が停止されると、クラッチウェイト１７０及びクラッチウェイト１７
２は、レバー１４８に作用するクラッチスプリング１４０の弾性力及びリターンスプリン
グ１６４の弾性力によってベース１１８の径方向内側へ回動される。このため、クラッチ
スプリング１４０は再び自然状態に戻り、巻回部１４１の外周部がクラッチギヤ１３６の
内周面から離間し、上述したクラッチスプリング１４０とクラッチギヤ１３６との連結が
直ちに解除される。これにより、第２クラッチ１１６によるスプール２０とモータ３８の
出力軸との連結が解除され、スプール２０に巻取られたウェビングの再度の引出しが可能
となる。
【００８２】
　ところで、図１３に示されるように、巻取アシスト時のモータ３８の出力軸の逆方向へ
の回転は、Ａギヤ４０、Ｂギヤ４６、ＯＬギヤ４８及びＣギヤ５０を介して第１クラッチ
４４のクラッチギヤ５６に伝達され、クラッチギヤ５６が矢印Ｅ２方向に回転される。こ
の場合、クラッチギヤ５６に支持されたロックバー５８はラチェット６４に係合されない
。その結果、巻取アシスト時のモータ３８の出力軸の逆方向への回転が、第１の伝達経路
を介して（Ａギヤ４０、Ｂギヤ４６、ＯＬギヤ４８、Ｃギヤ５０及び第１クラッチ４４を
介して）スプール２０に伝達されないようになっている。
【００８３】
　また、図１２に示されるように、フィッティングアシスト時及びプリテンショナ時のモ
ータ３８の出力軸の正方向への回転は、Ａギヤ４０、Ｂギヤ４６及びＯＬギヤ４８を介し
て第２クラッチ１１６のベース１１８に伝達され、当該ベース１１８が矢印Ｆ２方向へ回
転される。また、ベース１１８が、矢印Ｆ２へ回転し始める際においては、ストッパ２０
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０はベース１１８に対して遅れて回転し始める。すなわち、ストッパ２００はベース１１
８に対して矢印Ｆ１方向へ相対回転する。これにより、図１０（Ｂ）に示されるように、
クラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６が、ストッパ２００の被係合孔
２０４，２０６の規制部２０８内に配置され、クラッチウェイト１７０，１７２の径方向
外側への移動が規制される。このため、モータ３８の出力軸が正方向へ回転する場合にあ
っては、第２のクラッチ１１６を構成するクラッチギヤ１３６とクラッチスプリング１４
０とが係合しない。その結果、第２のクラッチ１１６を構成するクラッチギヤ１３６とク
ラッチスプリング１４０との係合の回数が低減され、ひいては第２のクラッチ１１６の耐
久性を向上させることができる。
【００８４】
　また、本実施形態では、クラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６を許
容部２１２及び規制部２０８が一体とされた被係合孔２０４，２０６に係合させている。
これにより、ストッパ２００のベース１１８に対する回動角（作動角）が増加することを
抑制しつつ、クラッチウェイト１７０，１７２の径方向外側への移動を許容又は規制する
ことができる。
【００８５】
　さらに、本実施形態では、図８に示されるように、ストッパ２００が、当該ストッパ２
００の当接部２１６が収容凹部８４Ｃの内周面８４Ｅに当接した状態で当該収容凹部８４
Ｃ内に配置されている。これにより、ストッパ２００の当接部２１６と収容凹部８４Ｃの
内周面８４Ｅとの間に摩擦力が生じ、ベース１１８が回転された際に、ストッパ２００を
ベース１１８に対して相対的により確実に回転させることが可能となる。また、本実施形
態では、ストッパ２００の当接部が当該ストッパ２００の軸方向に弾性変形可能とされた
場合に比して、ストッパ２００の軸方向への寸法の小型化を図ることができる。これによ
り、本実施形態では、ウェビング巻取装置１０の軸方向への小型化を図ることができる。
【００８６】
　また、本実施形態では、ストッパ２００のベース１１８に対する回転角を所定の角度に
制限する図示しない制限部が設けられていることにより、クラッチウェイト１７０，１７
２の係合部１８４，１８６が、図１０（Ａ）及び（Ｂ）に示された被係合孔２０４，２０
６の内周縁部における周方向の両端に当接しないようになっている。これにより、クラッ
チウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６とストッパ２００の被係合孔２０４，
２０６の内周縁部における周方向の両端との摩擦力の影響を受けることなく、クラッチウ
ェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６の径方向外側への移動を許容又は規制する
ことができる。
【００８７】
　さらに、本実施形態では、クラッチウェイト１７０，１７２のベース１１８に対する軸
方向への移動を規制する機能をストッパ２００に持たせている。これにより、クラッチウ
ェイト１７０，１７２のベース１１８に対する軸方向への移動を規制する部材をストッパ
２００とは別に設けた場合に比して、ウェビング巻取装置１０を構成する部品の点数を削
減することができる。
【００８８】
　なお、本実施形態では、クラッチウェイト１７０，１７２のベース１１８に対する軸方
向への移動を規制する機能をストッパ２００に持たせた例について説明したが、本発明は
これに限定されない。クラッチウェイト１７０，１７２のベース１１８に対する軸方向へ
の移動を規制する機能をストッパ２００に持たせるか否かについては、ストッパ２００が
配置されるスペース等を考慮して適宜設定すればよい。
【００８９】
　また、本実施形態では、クラッチウェイト１７０，１７２の係合部１８４，１８６が、
被係合孔２０４，２０６の内周縁部における周方向の両端に当接しないように構成した例
について説明したが、本発明はこれに限定されない。例えば、クラッチウェイト１７０，
１７２の係合部１８４，１８６を、被係合孔２０４，２０６の内周縁部における周方向の
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【００９０】
　さらに、本実施形態では、ストッパ２００の当接部２１６を径方向に弾性変形させた状
態で収容凹部８４Ｃの内周面８４Ｅに当接させた例について説明したが、本発明はこれに
限定されない。例えば、軸方向に弾性変形可能な当接部をストッパ２００に設けた構成と
してもよい。また、当接部２１６に対応する部分をストッパ２００に設けない構成とする
こともできる。
【００９１】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、上記に限定されるものでな
く、上記以外にも種々変形して実施することが可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００９２】
１０   ウェビング巻取装置
２０   スプール
８４Ｅ 内周面（被当接部）
１１８ ベース
１７０ クラッチウェイト（ウェイト）
１７２ クラッチウェイト（ウェイト）
１８４ 係合部
１８６ 係合部
２００ ストッパ
２０４ 被係合孔（被係合部）
２０６ 被係合孔（被係合部）
２０８ 規制部
２１２ 許容部
２１６ 当接部
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【図９】 【図１０】
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